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「地方研修会」（北海道札幌市）の開催について 

このたび、地域協議会の皆さまを対象に、下記のとおり「地方研修会」を開催いたします。こ

の研修会は、農山漁村の活性化と自立に向けて取り組むために、各地域での活動事例の紹介や現

場視察、意見交換や交流会等を通じて、皆さまの地域におけるふるさとづくり計画の目標達成に

向けた活動の参考にしていただくとともに、協議会相互のネットワークづくりを促進するために

開催いたします。 
地域の活性化に向けてどのような取り組みが有効なのか、地域資源を活かすとはどういうこと

なのか、地域の住民をはじめ多様な主体の参加を促進するためにはどのような方法があるのかな

ど、地域での活動のヒントとなる事例をもとに研修しますので、ご多用とは存じますが、ぜひご

参加下さいますようお願いいたします。 
記 

１ 日 時  平成２１年９月１５日・１６日（火・水） 
１日目・・・【研 修 会】午後１時３０分から午後５時３０分まで 

【交 流 会】午後６時００分から午後７時３０分まで 
        ２日目・・・【現地視察】午前８時３０分から午後１６時００分まで 
 
２ 場 所   １日目【研修会・交流会】KKR ホテル札幌 （地図参照） 

〒060-0004 北海道札幌市中央区北４条西５丁目 TEL:011-231-6711  
        ２日目【現場視察】「農村地域の活性化に取り組む様々な活動を視察」 

・江別市（産学官民連携・広域ネットワーク） 
・栗山町（ハサンベツ里山の復元） 

                   ・長沼町（グリーンツーリズム） など 
（バス移動：新千歳空港経由、ＪＲ札幌駅前 解散） 

３ プログラム （別紙参照）  
 
４ その他  

・会場の収容能力（約８０名）の都合があります。場合によっては参加人数の調整を

とらせていただきますのでご了承ください。 
・この研修会への参加には事前登録が必要です。８月３１日（月）までに出欠確認票

をファックスにてご返信ください。 
※メールで回答する場合は、別紙の内容をご記入の上ご送信ください。 

     ・札幌市内の宿泊は各自でご手配ください。 

・実費負担が発生しますのでご了承ください。 
           【お一人様】 ●交流会：4,000円 

                       ●視察料：（バス代＋高速代）2,000円 

昼食代：1,500円 

問会せ先：財団法人日本グラウンドワーク協会

企画部 松下・津島

TEL：03-5645-8539／FAX：03-5645-8543 
E-mail：furusato@groundwork.or.jp 



別紙        【地方研修会プログラム（北海道札幌市）】 

１日目：研修会 平成 21年 9月 15日（火） 会場：ＫＫＲホテル札幌・鳳凰 

時 間 内  容             （敬称略） 

(12：30～) 受付開始 

13：30～ ■開会あいさつ           

13：40～ ■基調講演：「多様な主体の参加による地域の合意形成と地域活性化への道筋」 
総合コーディネーター（本事業アドバイザー：東京農工大学客員教授）福井 隆 

14：30～ ■各地での取り組みの紹介（参考事例紹介） 
【事例１】（北海道黒松内町） 
「点から線へ、線から面へ、資源を結ぶフットパス！広げよう都市との交流」 
   黒松内町農山村資源活用地域協議会 

（黒松内町フットパスボランティア事務局次長※事例発表）    辻野 治子 
（黒松内町フットパスボランティア会長※パネルディスカッション）新川 幸夫 

【事例２】（北海道豊浦町） 
「環境サミットを契機とした体験観光におけるコミュニティービジネスのまちおこし」 
   豊浦町ふるさとづくり地域協議会（ＮＰＯ法人自然体験学校理事長） 若林 伸一

【事例３】（北海道平取町） 
「“特産品のＰＲと町の魅力発信”平取産品のＰＲと森林資源の活用と循環型社会の構築」

   平取町地域資源活用再生協議会（やっ太郎会）           高山 修 
【事例４】（熊本県人吉市） 
「復古創新による地域づくり―人吉球磨の歴史と伝統文化を活かした交流拡大―」 
   人吉球磨グリーンツーリズム推進協議会（ひまわり亭代表）     本田 節 
※４名の発表者への質問や意見などを参加者から集約し、パネルディスカッションを進めます。 

15：30～ ― 休 憩 ― 
15：50～ ■パネルディスカッション：中心テーマ「地域の合意形成と資源の活用」（仮称） 

参考事例発表者の４名とともにパネルディスカッション形式で意見交換を行います。 
コーディネーター：総合コーディネーター 福井 隆
コメンテーター：本事業アドバイザー   湯浅優子

（ファームイン「つっちゃんと優子の牧場のへや」）

17：20～ ■閉会のあいさつ（閉会 17:30） 

 
 
 
 

２日目：現場視察 平成 21年 9月 16日（水）集合場所：北海道庁付近で調整中 

8：30～ ■活動現場視察：農村地域の活性化に取り組む様々な活動を視察します。 
視察①：小麦でつながる産学官民・広域ネットワークの取り組み（江別市） 
視察②：ハサンベツ里山復元の取り組み（栗山町） 
視察③：グリーンツーリズムの取り組み（長沼町） 
             【参加費（お一人様）】視察料（バス代＋高速代）2,000円 

                                 昼食代 1,500円 
※11 時 30 分から長沼町の「食堂駒谷農場」で昼食となります。 

16：00 新千歳空港経由でＪＲ札幌駅にて解散 

■交流会（18：00～19：30） 会場：ＫＫＲホテル札幌・孔雀 

 地域協議会相互のネットワークづくりのためにも、是非この機会にご参加ください。 

【参加費（お一人様）】4,000円 



 
 
 
                        

※事前の参加登録が必要です。  

FAX：03-5645-8543 
財団法人日本グラウンドワーク協会 

企画部 松下・津島 行 

返信期限：8月 31日（月）まで 

 

出 欠 確 認 票 
「地方研修会」（北海道札幌市）（○で囲んでください） 

研修会 参加する  ・  欠席する 
＊＊＊連絡先＊＊＊ 

都道

府県 
 

ふりがな  

協議会名  

申込担当者名  

ご連絡先住所  

電話／ＦＡＸ －    －     ／    －    － 

E-mail              ＠ 

 
■ご参加の場合、下記をご記入ください。 

Ｎ

o 
氏 名 

参加区分（○で囲んでください） 

9月 15日（火） 9月 16日（水） 

研修会 

交流会 
参加費 

4000円 

会場までの交通手段 

現場視察 
視察費:2000円・昼食代:1500円 

視察 視察の交通手段 

１    ＪＲ ・ 自家用車  バス ・ 自家用車

２    ＪＲ ・ 自家用車  バス ・ 自家用車

３    ＪＲ ・ 自家用車  バス ・ 自家用車

※視察終了後、以下の場所で降車できます。該当箇所に○をご記入下さい。（車以外の方） 

《視察の現場を 14 時過ぎに出発する予定です。》 

（ Ｊ Ｒ 札幌駅※16 時到着予定 ・ 新千歳空港※15 時到着予定 ） 

■宿泊について■・・・・各自でご手配をお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆交通案内◆ 

【飛行機＆ＪＲの場合】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【車の場合】 

 


